
上の写真左側の１列に活性炭とトリコエースＡを入れています。右側は土壌消毒済みの畝、生育に大きな差
が出ています。

２０１５０６Ｖ３

２０１０年４月２６日撮影

活性炭のみ使用事例 ２０１５年６月１８日撮影 宮城県東松島市

専用サイトはこちら



乾いた土と比べると水分過剰が見受けられ、これが病気の発
生につながっていると考えられます。
まだ生育が早い段階でしたので、トリコエースＢより拮抗性の高
いビレンズを投入して様子を見ることにしました。

お預かりした根の写真ですが、宮城県中田のきゅうり農家に診断して
もらったところ、ホモの病気に似ているが、ビニールの袋に入れて冷蔵
庫で数日して根が褐色になればホモと断定できるとのことで実施しまし
た。
なおまだ生育初期なので、一旦罹病したものの葉と実をすべてカット

して生育を止め、根の生育が回復すれば新しく葉が出るだろうとのアド
バイスでした。その結果が下の写真、うまく再生されました。

今年新しく作ったハウスに活性炭を投
入。側芯の出方、花びらの形や大きさが
非常に良いとの評価です。

このケースは非常にまれな例てす。効果があったとすれば
1. まだ大きくない段階で葉を落としたこと
2. トリコエースの中でも強力な微生物ということ
以上の二つが考えられます。使用したトリコデルマ菌はＶｉｒｅｎｓと
いう品種です。

しかしその後の気温の上昇で６月１８日ころにはやはり病気
が戻りダメになっています。やはり罹病前の対策が重要と言
えます。二作目には活性炭とトリコエースＡを入れ、病気は
発生しませんでした。



８月２０日左のトリコエースVirens投入区には2本の発生
が確認された。

８月３０日右の還元消毒区の中央部にかなりの本数のホ
モプシス病の発生が確認された。

８月３０日、上の1本は根元で切除、反対側に何本かの
発生が確認された。

８月３０日、別棟の場所はト
マトの後策にトリコエースのＶｉ
ｒｅｎｓとＢの組合せを投入してか
ら定植、被害の発生は見受けら
れない。今後の対策としては被
害が大きい場合、一旦消毒して
トリコエースＢをベースにした
ベッド作りを計画。
一度リセットする方法は他でも
有効とされています。

８月２０日右の還元消毒区には発生が確認されませんで
した。（トリコエースＢは投入している）

農薬ではないが故の課題
ある種のトリコデルマ菌を原料にしたトリコエースは農薬
ではありません。
植物の生育に影響を及ぼすカビ系の微生物とのバランスを

拮抗させる上では他の放線菌や納豆菌でも同様の効果がある
のですが、品質と安定した供給となると無菌状態で培養され
る製品が不可欠であり、その密度も１０

７～９
という精度で出

荷されています。その意味で悪い菌を殺傷するという性質の
ものではありません。課題としてどれくらいの投入量がベス
トかは土壌障害によって変わると言う事です。
トリコエースＢは植物の発根促進に効果があることが多く

の農家様の事例で確認されています。

２０１４年 ホモプシス病の発生から昨年還元消毒をしたハウスで、今夏はトリコとの比較栽
培事例。３ブロック中１ブロックのみVirensを投入しての比較です。

部分的な発生なので、微生物が均等に散布されな
かったか、絶対的な量が不足、又は通路に残った病
原菌が影響したと考えられます。（左の強力なVirens
投入区は発生が少ない）
Virens は単価が高いのでコスト削減にはトリコエース
Ａ又はＢの量を増やす方が有利です。

土壌消毒には農薬を使用し病害虫を死滅させる方法があ
りますが,土壌還元消毒は農薬を一切使用しないで水と有機
物を利用する「環境にやさしい消毒法」です。
土壌にフスマまたは米ぬかを混ぜて地温が30℃～40℃にな
ると,これらを養分として土壌微生物が急増します。このとき
土壌が十分に水を含んでいると,微生物による酸素の消費に
よって,急激に酸欠状態になります。酸欠により土壌病害虫が
死滅し増殖は抑制されます。また有機物から生成される有機
酸,太陽熱や発酵熱による高温,微生物同士の競合等の複合
的な要因によって防除効果が得られます。

均一に混ぜないと
まばらになることに
なります。



秋田県鹿角市花輪のきゅうり事例

２０１２年７月１９日 ２０１２年８月９日

一部にまだ症
状はあるもも
の、全体的に
は解消されて
います。

トリコエース（Ａ）タイプ
と活性炭を入れました
が、病気が発生。急遽
翌日Ｂタイプを水に溶
かし灌水チューブで追
加しました。

この事例は本当にレアなケースです。

一旦発症するとトリコデルマ菌を追加しても発芽するまでのタイムラグが

あるため回復に間に合わないからです。（発芽まで２週間程度必要）

後日談ですが根を見たら根こぶ病があったが、
収量が多く罹病に気付かなかったそうです。宮城
の中田でも同様の事例があり、根が元気なら多少
の根こぶ病も克服できるという事例です！

Ｂタイプを水に溶かした状態

根は樹が成長するに従ってマルチの外に伸びています、こ
の根が日光に当たり死滅するため、樹勢が落ちます。そこで
珪藻土を表面に撒くことで、根は乾燥を嫌って土の下の方に
伸び、生育が維持されることになるようです。

珪藻土をマルチの外側に散布

弱った樹勢が元通りに復活しました

どちらも上が７月３０日で、下が８月１９日のものです

事例１ 事例２



きゅうり栽培で一番の課題がホモプシス対策です。
トウモロコシの活性炭とトリコエースＡを投入し、病害対策を行いました。 岩手県金ヶ崎町

２０１４年１０月１日撮影、トリコエースＢを入れて右の
ハウスは被害が抑えられました。
２０１５年はＡタイプを入れたのですが、病気が前年
より増加してしまいました。梅雨入りが例年より二週
間遅く、急激に雨などで気温が１８度に下がった時
期に発生しています。

２０１５年６月３０日撮影ハウス右側の状態

ホモプシス被害 ２０１５年 前年は一旦は効果が出ましたが今年被害が発生

２０１４年１１月１日撮影、右のトリコエースが入ったハウスは被害が少ない

２０１５年７月９日撮影被害が大幅に拡大
トリコエースＢを通路を含めて散布しました

微生物資材 土壌消毒

通路部分に悪いカビ菌が生
息している、珪藻土を表面
に散布することで菌の繁殖
を抑えるという手法がある

カビ菌の種類によっては
地中深くにもぐり、消毒が
不完全となる。

消毒が効果的でなかったり、前作で効果があっても次でダ
メになる原因はそのやり方にも問題があると思われます。作
業とコストの関係で消毒やトリコエースの施工範囲を畝だけ
にするケースが多く、残りの部分に悪い病原菌が生息すると
根が伸びていき、発症することになります。こうしたことを
考慮した対策が求められます。露地栽培なら田んぼにして水
攻めで壊滅させてから畑に戻すということもあります。ハウ
ス栽培ではこれができないのが実態です。

消毒したり、微生物資材を入れても安定しない
ケースもあります。

２０１５年８月３日撮影 ９日に比べ被害の
拡大が止まっているという評価です。ダメに
なった場所は植え替え予定です。

投入量の目安は作物により異なりますが、平均的に１０ａに１００ｋｇ（１
坪に約３００ｇ）、 途中で追肥のように散布することで生育に差が生じ
ます。マルチングしている場合は、畝の間に散布することでも効果が
あります。

過湿対策に珪藻土を入れる手法もあります

１０月５日効果があったとの連絡で行ったと
ころ、植え直したもの収量が非常に良かっ
たとの話でした。実際他は枯れてますが、
こちらはまだ元気です。

栽培途中での追加投入の効果

左下の農家様の見解では一反歩に５，０００円から１０，０００円の資材
費で病気対策やなり疲れを解消できるなら、途中での追加投入は十
分に回収できるということでした。



一旦消毒処理後、トリコエースＢを投入するのと、珪藻土の併用実験

珪藻土混入

通路に珪藻土

対照区 上だけ珪藻土

８月２１日変化なし

９月下旬に再評価予定です。

活性炭とトリコエースＢは全体に入っています

表面にも珪藻土
散布

２０１５／０９／０８時点で３か所の違いは出ていませんでした

２０１５／１０／２２ 時点でも違いは出ていませんでした

途中経過時点では大きな違いが出ていなかったのですが、１１月下旬段
階で比較してみると珪藻土がない一番左とベッドの上だけに珪藻土を散布
した場所の生育状況が他の場所に比べ弱っている状況と判断されます。
日照条件や土壌の状態が異なるため、珪藻土の効果が明確になった訳では
ありません。一番左は南に面しており、右端は北側の為、温度と日照が違
います。

２０１５／１1／19 時点で対象区と表面に散布した場所に差が出ました



２リットルの容器に２００～２５０ｇのトリコエースＢを入れて混ぜるのが
分離しやすいです。大麦の色が緑色から茶褐色に変化するころが分
離完了の目安です。２～３回に分けて繰り返してください。

給水タンクの水と混ぜます
が、ジョウロで根元にかけ
るやり方もあります。

３回程度繰り返すと大麦が
はっきり確認できます

灌水チューブの目詰まり防
止にろ過します

その後、給水タンクに入れ、全体に行きわたるようかくはんしてから灌
水パイプに流します。
天候や土壌の状態によって一度ではなく二回に分けて投入しても構
いません。

粒タイプのトリコエースＢやVirensの使用方法

①発芽まで待つ

②栽培中にＢタイプを水で大麦から分離し、
畑に撒き、作物の発根促進を助長し、なり
疲れを解消するという手法は果菜類栽培で
多くの農家が採用されています。

寒くなると胞子に戻る

発芽まで１０日前後かかります。外気
温にもよりますが、地中温度が２３から
２５度くらいが活発になる。

トリコエースＡ トリコエースＢ

トリコエースＡ トリコエースＢ ペニシリウム菌

トリコエースＡとペニシリュウム菌は定植前に投入！

病害がついた根が土中に残る。このまま次の作
物を定植すると、また病害になる可能性大。

根についた病原菌も一緒に土中から出ることになる。
土中に残る病害菌の数が少ない。

・・・病原菌

病原菌が多い圃場では、いくら良い微生物を入れても、多勢に無
勢となってしまいます。罹病した根をそのままにしておくということ
は病原菌を増やすことになり、確実に撤去することが重要です。

上の写真の煉瓦の場所の右側が消毒した場所、左は前
年の収穫後トリコエースの強力なものを投入した場所です。
病気の不安で消毒はしたが量が足りなく、たまたま残った
場所ができてしまった結果、比較ができた事例です。消毒
すると良い菌も死滅するため、必ず有益な微生物を投入す
るのがベストです。

土壌消毒の場合でもこの部分は対象
外、根はマルチの外まで伸びるので結
局罹病することになります。使用する微
生物資材は圃場全体に投入することが
望ましい。作業上できないときはＢタイ
プをマルチの隙間に流すことでも通路
への効果があります。

根にはいろんな病原菌、葉や茎にはうどんこ病などが残っている
ことになります。乾燥すれば胞子になって越年します。



三要素

カルシウム
マグネシウム

鉄、マンガン、ホウ素、亜鉛、モリブ
デン、銅、塩素、ニッケル

イオウ

微量要素

堆肥などに含まれる、少量で足りる。し
かし補充しないと植物の生育に重要な
役割を果たすことが出来なくなる微量要
素は人間にとっても重要な物質です。

窒素 Ｎ
リン酸 Ｐ
カリ Ｋ

排泄物 で悪玉菌が死滅

有益な微生物は作物の救世主

多量要素

五要素

トリコデルマ菌

キチナーゼ

セルラーゼ
微生物には住処と温度と水分、酸素が必用。その役割を
果たすのがこの活性炭です。まさに快適マンションライフです
ね。
微生物も環境が悪化したり、他の病原菌の
勢力が強い場合は活性炭というシェルター
に身を隠して増殖しやすい環境になるまで
待つことになります。活性炭がなければせ
っかくの正義の味方も生きては行けない。

1反 １町 １ａ（アール） 1ha（ヘクタール）

㎡ 1,000 10,000 100 10,000

坪 303 3,030 30.3 3,030

戦況が良くなる
まで一時退避

Ｋ

Ｎ

Ｎ

気温が２０度から３０度の間がもっとも増殖しやすく、トウモロコ
シの活性炭の構造は微生物の住処としても良く、土壌改良の
上では一緒にして散布することが作業もしやすくなります。

トリコエースの使い方

500g入り税別 円 要冷蔵

トリコエースは活性炭に混入して土壌にすき込むのが
ベストです。（また夏場の二作目は多めにすることで効果
が期待できます。）
症状によって多めに入れるか、強力な微生物資材の採
用を推奨します。特に夏場は悪性の微生物が増えてい
ますので１．５倍くらいの投入が望まれます。

●一本の苗で長期間栽培する作物によっては、栽培途
中でトリコエースＢを灌水チューブで投入することで新し
い根の発根促進になります。果菜類での効果検証があり
ます。

微生物の分泌物が土壌団粒を作ることで通気性が
良くなります。

輸入販売元
〒020-0021 岩手県盛岡市中央通１丁目６－３０
TEL 019-651-0411 FAX 019-651-0439
URL http://www.arknetjapan.co.jp
ホームページで活用事例などを紹介しています。

トリコエースのＡとＢは競合する性質なので同時使用は避けてくだ
さい。最初にＡを入れ、栽培途中でＢを流すことで発根促進につ
ながるという手順での効果が検証されています。

Ｐ

製品のお求めはお近くのＪＡ様、又は取り扱い会社を
ご利用いただけます。
インターネットからの御注文も受け付けております。

オンラインショップサイト アーク農園
https://www.arknouen.jp


